
 
平成２６年度研究科横断型教育プログラム（Ａタイプ）授業科目 

 
 

開講 

方式 

A タイプ 

（研究科 

開講型） 

研究科名 
公 共 政 策 大 学

院 
カテゴリー

社会科学総合科目

群 

横断

区分 
文理横断型 

授業科目名 

（英訳） 

行政システム 

Administrative System 

講義担当者

所属・氏名

法学研究科 

教授・真渕 勝 

開講 

場所 

総合研究 2 号館 

公共第１演習室

配当

学年 

専門職 

修士 

博士後期 

単位

数 
２単位 

開講

期 
前期 

曜

時

限 

金４限 

（14：45～16：15） 

授業

形態 
講義 

〔授業の概要・目的〕 

真渕勝『行政学』（有斐閣）をテキストにして、出席者は毎回 2 章をあらかじめ読み、担当者はレジメにまとめて、報告す

る。 

レジメは、各章の概要に加えて、コメントを添えることを求める。 

 

【研究科横断型教育の概要・目的】 

将来、行政官をめざす院生のための授業。 

〔授業計画と内容〕 

１ 国家公務員制度１－採用と昇進 

２ 国家公務員制度２－転職と再就職 

３ 国家行政機関１－内閣と中央省庁 

４ 国家行政機関２－行政ネットワーク 

５ 行政改革１－行政管理と行政改革 

６ 行政改革２－改革の理論 

７ 政策過程１－課題設定と政策決定 

８ 政策過程２－実施と評価 

９ 予算編成過程 

１０ 官僚制論１－国民、政治家、官僚 

１１ 官僚制論２－上級官僚の機能と役割 

１２ 官僚制論３－第一線公務員の行動様式 

１３ 中央地方関係１－法的関係 

１４ 中央地方関係２－財政的関係と人的関係 

１５ フィードバック 

〔履修要件〕 

特になし 

〔成績評価の方法・基準〕 

定期試験、報告レジメおよび講義中の質疑応答など平常点 

〔教科書〕 

真渕勝『行政学』（有斐閣）。 

各回の授業での章の内容に関連する文献を読むなどして、報告を豊かにすることが期待される。 

〔参考書等〕 

講義中に指示 

報告担当箇所に関連する文献等を読んで、報告内容をリッチにすることを勧める。 

〔その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等）〕 

オフィスアワーはとくに決めないが、当該科目に関して相談したい者は、mabuchi@law.kyoto-u.ac.jpまでに①氏名、②面接

希望日時を複数、③相談内容の概要を送ってください。 
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